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カトリック名古屋教区「平和の集い」
テーマ「すべてのいのちを守ろう～誰も置き去りにしない世界に向けて～」

No one will be left behind

日　時　8月8日（日）13：30～16：00
会　場　カトリック布池教会及び地下ホール
第１部　ビデオ上映　13：30～
　　　　「�アフガニスタン　用水路が運ぶ恵みと

平和」
会　場　布池教会地下ホール
人　数　�人数制限は100名まで。また、コロナ感

染状況により中止となることもあります。
第２部　平和祈願ミサ　14：30～
会　場　布池教会大聖堂
主司式　松浦悟郎司教
人　数　人数制限は160名まで
問合せ　名古屋教区社会福音化推進部　☎052-935-7180（福信館）
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8月の説教者

1 日　年間第18主日
竹谷　基

（半田教会）

8 日　年間第19主日
スサント・プリヨ

（江南教会）

15日　聖母の被昇天
早川　和彦

（名古屋教区）

22日　年間第21主日
太田　実

（一宮教会）

29日　年間第22主日
フェルディマール・バカリサ・ファミニアラガオ

（東海教会）

9月の説教者

5 日　年間第23主日
小川　満

（北陸ブロック・富山地区）

12日　年間第24主日
ダシオン・ブルーノ
（神言修道会）

19日　年間第25主日
平田　政信

（押切・小牧・守山教会）

26日　年間第26主日
野村　純一
（名東教会）

第13回平和祈念の集い
テーマ『平和をつなぐ』

～人の違いの豊かさ～

　�広島・長崎の被爆と終戦の記念となる8月は特別な月。悲惨な戦争
を自ら起こさないため、多くの方々と共に祈りたい。

講　師　�成井大介司教（カトリック新潟教区、神言会会員）
日　時　�8月1日（日）　12：30開場　13：00～14：30
場　所　�カトリック南山教会大聖堂　名古屋市昭和区南山町1
交　通　�地下鉄鶴舞線いりなか駅下車、徒歩5分
主　催　�南山教会信徒有志　名古屋友の会会員有志
後　援　ピース9の会
問合せ　井爪光子まで　☎080-3066-3433
連　絡　�会場は新型コロナウイルス対策が講じてありますが、各自マ

スクの着用をお願いします。緊急事態宣言発令（愛知県・新
潟県）の場合は中止させていただきます。

名古屋教区平和旬間の取り組み
　今年の日本カトリック平和旬間の名古屋教区における小教区・団体などの取り組みが出揃った（社会福音化推進部調べ、
７月１日現在）。詳しくは、各小教区に配布された行事一覧表を、教区平和行事については①面を参照のこと。

教会・団体　日時　タイトル・内容

城北橋　８月15日（日）９：30
　　　　ロザリオの祈り　平和の祈り
守山　　８月７日（土）10：00 ～ ８日（日）10：00
　　　　�24時間聖体礼拝　神との深い交わり・自分自身を見つめ

直す
布池　　８月８日（日）９：00・10：30
　　　　「ともに平和を祈るミサ」
　　　　7月４日（日）～８月８日（日）ミサ前
　　　　「教皇ヨハネ・パウロ２世平和メッセージ」朗読
五反城　８月15日（日）９：00～11：30
　　　　�平和のために祈ろう　神の愛の宣教者会シスターの平和

講話・ミサ・聖体賛美式
恵方町　８月８日（日）10：30～12：00
　　　　�すべてのいのちを守ろう～誰も置き去りにしない世界に

向けて　教皇フランシスコ訪日講話集より「殉教者への
表敬」「核兵器についてのメッセージ」の分かち合い

港　　　８月８日（日）10：00～10：10
　　　　平和を求める祈り　ミサ中に平和を求める祈り
日比野　８月８日（日）10：00～11：00
　　　　平和への祈り　ミサ後に「平和の祈り」
半田　　８月８日（日）９：30～12：30
　　　　�小さくされた人々との連帯　平和祈願ミサ／講演会「養

護学校で出会った子供たち」／平和への願いを書いた短
冊を笹に飾り献げる

熱田　　８月15日（日）18：00～19：00
　　　　聖母の被昇天祭に共に世界平和を祈るミサ
美濃加茂　８月６日（金）～15日（日）
　　　　早朝ミサ、主日ミサは平和旬間の意向で
　　　　８月６日（金）・９日（月）６：00～６：40
　　　　聖体顕示をともなう早朝ミサ
各務原　８月14日（土）17：00～18：00
　　　　濃尾ブロックの殉教者について学習と分かち合い
一宮　　８月１日（日）10：00～11：00（主日ミサ）
　　　　�平和についての講話と平和おりづる　説教「アシジの聖

フランシスコと教皇フランシスコ」太田神父／平和への
祈りを書いて折った折り鶴を祭壇前に飾る（１日～15日）

稲沢　　平和旬間期間中
　　　　�誰も置き去りにしない世界に向けて　自分の居住地域で

「置き去りにされている人たち」について調べて分かち
合う／平和折り鶴／平和を願う共同祈願

津島　　毎日曜日11：30～
　　　　�誰も置き去りにしない・新教会建設に向けて集まろう　

新しい教会をつくる歩みの中、キリストの福音を伝え、
多くの信徒と地域の皆さんと共に！ロザリオを祈る

聖心　　８月６日（金）～15日（日）
　　　　�聖ヨセフに祈る　聖ヨセフに取り次ぎを求め、聖堂内陣

の聖ヨセフ像の足元に置いたカゴに、各人が行った祈り、
犠牲、願いごとなどを書いて入れる

高蔵寺　�７月４日（日）～８月８日（日）主日ミサ（９：30～）の中
　　　　�SDGs について理解を深める
　　　　�第１期：SDGs とは
　　　　①�主任司祭による解説（資料『こども SDGs ～なぜ

SDGs が必要なのかがわかる本』）
　　　　②�アンケート（朝日新聞５/22「SDGs に関心がありま

すか？」より）
　　　　③ SDGs についての展示（８月中）
　　　　�第２期：地球温暖化を防ぐ（SDGs 目標13）
　　　　④�『温暖化防止のために私に何ができるか』（聖コロンバ

ン会）配布
　　　　⑤�絵本『ホッキョクグマくん、だいじょうぶ？北極の氷

はなぜとける』（評論社）のスライド上映
北陸ブロック
　　　　８月８日（日）
　　　　①北陸ブロック共通
　　　　　�平和の意向でミサ。あらかじめ各教会で作った共同祈

願をまとめ、その中から選ぶ
　　　　８月６日（金）～15日（日）
　　　　②�各自の平和への祈りを霊的花束として聖母被昇天ミサ

などで奉納
　　　　③司教団平和メッセージ配布し、読んで分かち合う
　　　　④�ドキュメンタリー『アフガニスタン用水路が運ぶ恵み

と平和』（30分）をミサの前後などに鑑賞・分かち合
い

金沢　　８月８日（日）18：00
　　　　子どもと若者と親子とともにささげる平和祈願ミサ
膳棚　　８月中旬　講演者　平

ひらた ま さ み

田雅巳氏（名古屋市立大学准教授）
　　　　講演仮題「�他者の命のために行動するということ�

～名古屋入管スリランカ人女性殺害事件と私～」

教区平和旬間の取組は２面に続く



	 ２ ０ ２ 1 年 8 月 1 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 4 1 5 号）	 （ ２ ）

富
山
地
区
の
合
同
堅
信
式
で
18
人
が 

秘
跡
の
恵
み
を
受
け
る

富
山
地
区
４
教
会
の
合
同

堅
信
式
が
、
松
浦
悟
郎
司
教

に
よ
り
５
月
30
日
午
後
、
カ

ト
リ
ッ
ク
富
山
教
会
で
行
わ

れ
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
対
策
の
た
め
、
出

席
は
受
堅
者
と
そ
の
家
族
、

代
父
母
に
限
定
さ
れ
た
。

松
浦
司
教
は
ミ
サ
の
説
教

の
中
で
、キ
リ
ス
ト
の
復
活
、

昇
天
、
聖
霊
降
臨
、
そ
し
て

今
日
の
三
位
一
体
の
主
日
の

典
礼
歴
に
沿
っ
て
堅
信
の
意

味
を
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
イ
エ
ス
様
が
復
活
さ
れ

た
の
は
、
救
い
主
で
あ
る
こ

と
を
人
間
の
姿
で
生
き
て
い

る
こ
と
を
現
し
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
私
た
ち
と

共
に
い
る
こ
と
を
証
し
す
る

た
め
。
イ
エ
ス
様
に
直
接
会

わ
な
か
っ
た
人
た
ち
も
、
イ

キ
イ
キ
と
し
た
弟
子
の
話
を

聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
信
じ

る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
イ

エ
ス
様
を
信
じ
る
人
々
の
グ

ル
ー
プ
が
で
き
、
教
会
と

な
り
今
に
至
っ
て
い
る
。
後

の
世
の
人
々
は
こ
の
教
会
を

通
し
て
イ
エ
ス
を
見
、
ま
た

イ
エ
ス
に
触
れ
る
こ
と
が
出

来
る
。
教
会
は
単
に
信
じ
る

人
々
の
集
ま
り
だ
け
で
は
な

く
、
見
え
る
イ
エ
ス
の
姿
を

世
の
終
わ
り
ま
で
現
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ

の
た
め
に
聖
霊
を
く
だ
さ
っ

た
。
洗
礼
を
受
け
て
イ
エ
ス

様
と
一
つ
に
な
り
、
み
ん
な

は
教
会
の
一
部
と
な
っ
た
。

今
度
は
堅
信
式
で
聖
霊
を
受

け
て
、
も
う
エ
ン
ジ
ン
が
か

か
り
だ
し
た
み
ん
な
は
、
聖

霊
降
臨
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

こ
の
教
会
を
動
か
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
三
位

一
体
の
神
に
お
け
る
愛
の
交

流
を
目
指
し
、
し
か
し
こ
の

愛
の
交
流
は
閉
鎖
的
で
あ
っ

て
は
い
け
な
い
。
他
の
人
が

入
れ
な
い
よ
う
で
は
い
け
な

い
。
外
へ
開
か
れ
て
初
め
て

そ
の
愛
は
完
成
す
る
の
だ
か

ら
。
こ
の
使
命
を
実
行
す
る

た
め
に
出
掛
け
て
い
く
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」

こ
の
日
を
祝
っ
て
受
堅
者

に
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
来

日
時
の
記
念
品
グ
ッ
ズ
と
、

松
浦
司
教
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
書
か
れ
た
司
教
紋
章

カ
ー
ド
が
贈
ら
れ
た
。
富
山

教
会
で
は
感
染
対
策
に
よ
り

一
年
以
上
、
聖
歌
が
う
た
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の

日
の
た
め
に
富
山
地
区
青
年

有
志
た
ち
が
感
染
対
策
を
講

じ
な
が
ら
、
バ
ン
ド
演
奏
と

歌
で
堅
信
の
恵
み
の
喜
び
を

表
し
た
。

ま
た
ミ
サ
に
与
れ
な
か
っ

た
人
の
た
め
に
ラ
イ
ブ
配
信

も
行
い
、
動
画
の
前
半
に
は

中
高
生
で
取
り
組
ん
だ
絵
本

の
分
か
ち
合
い
を
片
岡
神
父

が
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://youtu.be/U
2R�

9kEK
M
T
Y
E

キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
後
に
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
が
ふ

た
た
び
北
陸
地
方
を
訪
れ
た

の
は
、
１
８
８
０
年
（
明
治

13
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ド

ル
ワ
ー
ル
・
ド
・
レ
ゼ
ー�

神
父
が
、
11
月
初
め
、
大
江

伝
道
士
と
と
も
に
伝
道
を
開

始
し
た
。
北
陸
地
方
は
、
今

日
で
も
仏
教
、
特
に
浄
土
真

宗
の
教
え
が
浸
透
し
た
地
方

で
あ
っ
た
の
で
、
開
国
し
て

な
お
日
が
浅
い
当
時
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
宣
教
師
が
こ
の
地

方
の
諸
町
村
で
嫌
悪
さ
れ
、

迫
害
さ
れ
た
の
は
当
然
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

１
８
８
８
年
（
明
治
21
）

４
月
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に

よ
り
、
そ
れ
ま
で
岐
阜
の
講

義
所
で
伝
道
士
見
習
い
と
し

て
数
ヶ
月
間
宿
泊
し
て
い
た

水
田
若
吉
が
、
金
沢
の
片
町

に
日
本
天
主
公
教
会
金
沢
講

義
所
を
創
設
し
、
北
陸
に
お

け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
布
教
が
再

開
さ
れ
た
。
金
沢
で
の
布
教

は
、
そ
れ
ま
で
の
巡
回
布
教

と
は
異
な
り
、
井
上
秀
斎
の

よ
う
な
伝
道
士
が
そ
の
地
に

滞
在
し
て
求
道
者
の
世
話
に

あ
た
り
、
宣
教
師
が
時
折
そ

こ
を
訪
問
し
て
秘
跡
を
さ
ず

け
る
と
い
う
形
と
な
っ
た
。

同
年
８
月
に
は
、
パ
リ
外
国

宣
教
会
の
テ
ュ
ル
パ
ン
神
父

が
こ
の
講
義
所
を
訪
れ
、
金

沢
市
西
町
公
会
堂
で
「
道
徳

哲
学
の
必
要
を
論
ず
」
と
題

し
て
講
演
を
行
い
、
そ
の
後

７
人
の
洗
礼
式
が
挙
行
さ
れ

た
。
こ
れ
が
金
沢
で
の
最
初

の
洗
礼
で
あ
っ
た
。
翌
年
５

月
、
講
義
所
は
金
沢
教
会
と

な
り
、
ク
レ
マ
ン
神
父
が
松

本
か
ら
初
代
主
任
司
祭
と
し

て
着
任
し
た
。

１
８
９
４
年
（
明
治
27
）

春
に
、
ク
レ
マ
ン
神
父
は
富

山
市
鹿
島
町
に
一
軒
家
を
購

入
し
て
巡
回
布
教
所
と
し
、

同
じ
頃
に
福
井
市
で
も
巡
回

布
教
所
を
新
設
し
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
布
教
所
に

伝
道
士
を
配
置
し
た
。
当
時

富
山
に
は
、
２
年
前
の
１
８

９
２
年
６
月
に
函
館
で
受
洗

し
、
富
山
市
の
正
谷
家
の
跡

を
継
い
だ
正
谷
（
旧
姓�

吉

田
）
亮
太
郎
と
い
う
信
者
の

医
者
が
お
り
、
そ

の
積
極
的
な
協

力
も
あ
っ
て
布

教
所
は
継
続
さ

れ
、
常
時
、
井
上

伝
道
士
が
滞
在

し
て
い
た
。
富
山

教
会
は
金
沢
の

北
陸
地
方
の
先
駆
者

巡
回
教
会
と
な
っ
た
時
期
も

あ
っ
た
が
、１
９
０
１
年（
明

治
34
）
４
月
に
カ
ロ
ア
ン
神

父
が
主
任
と
し
て
着
任
し
て

以
来
、
小
規
模
な
が
ら
も
活

気
あ
る
教
会
活
動
が
続
け
ら

れ
た
。

１
８
９
６
年
（
明
治
29
）

８
月
、
金
沢
教
会
は
金
沢
市

広
坂
の
現
在
地
へ
移
転
し

た
。
新
し
い
教
会
は
１
５
５

０
坪
の
敷
地
の
中
に
聖
堂
、

信
徒
控
え
所
、
教
師
館
な
ど

が
点
在
し
て
い
た
。
ク
レ
マ

ン
神
父
が
１
８
９
８
年
（
明

治
31
）
春
に
横
浜
へ�

転
じ

た
後
、
ビ
リ
ン
グ
神
父
が
そ

の
後
任
と
な
っ
た
。
主
任
司

祭
が
代
わ
る
と
信
者
の
数
も

減
り
、
そ
の
後
の
進
展
も
思

わ
し
く
な
く
な
っ
た
。

１
９
０
７
年
（
明
治
40
）

９
月
に
来
日
し
た
神
言
修
道

会
（
神
言
会
）
の
宣
教
師
た

ち
は
、
当
初
秋
田
で
布
教
活

動
を
し
て
い
た
が
、
北
陸
三

県
か
ら
撤
退
す
る
パ
リ
外
国

宣
教
会
に
代
わ
っ
て
、
布
教

に
乗
り
出
す
こ
と
に
同
意

し
、
１
９
０
９
年
（
明
治

42
）
春
に
は
フ
リ
ー
ゼ
神
父

が
秋
田
か
ら
金
沢
に
着
任

し
、
秋
に
は
ラ
イ
ネ
ル
ス
神

父
も
金
沢
に
来
た
の
で
、
同

年
12
月
パ
リ
外
国
宣
教
会
は

神
言
会
に
金
沢
教
会
の
管
理

を
委
譲
し
た
。
金
沢
に
着
任

し
た
神
言
会
の
神
父
た
ち

は
、
精
力
的
に
活
動
を
開
始

し
た
。
社
会
事
業
指
向
の
強

い
神
言
会
は
、
当
時
ま
だ
医

療
保
健
施
設
の
乏
し
か
っ
た

金
沢
に
病
院
設
立
を
企
画

し
、
秋
田
県
で
布
教
に
従
事

し
て
い
た
聖
霊
奉
侍
布
教
修

道
会
（
聖
霊
会
）
に
病
院
経

営
を
委
託
し
た
。そ
の
た
め
、

金
沢
市
長
町
上
五
番
丁
の
一

画
に
約
二
千
坪
の
土
地
を
取

得
し
、
370
坪
の
病
棟
を
擁
す

る
病
院
を
建
設
し
た
。

こ
う
し
て
１
９
１
４
年

（
大
正
３
）
７
月
７
日
、
内

科
と
外
科
の
二
科
構
成
の
金

沢
聖
霊
病
院
の
開
院
式
が
行

な
わ
れ
た
。
金
沢
市
民
か
ら

歓
迎
さ
れ
た
こ
の
病
院
経
営

に
よ
っ
て
、
北
陸
地
方
に
お

け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
布
教
に
は

一
つ
の
恒
久
的
な
拠
点
が
築

か
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
神
言

会
宣
教
師
た
ち
は
、
し
ば
し

ば
仏
教
勢
力
の
圧
力
や
そ
の

他
の
困
難
に
苦
し
み
な
が
ら

も
、
粘
り
強
く
地
歩
を
固
め

る
こ
と
が
で
き
た
。

聖
霊
病
院
開
院
と
同
年
の

３
月
、
富
山
教
会
主
任
司
祭

ヘ
ル
マ
ン
神
父
は
、
町
は
ず

れ
に
あ
っ
た
富
山
教
会
を
市

の
中
央
部
に
移
す
た
め
、
山

王
町
に
400
坪
の
土
地
を
購
入

し
て
、
建
築
に
着
手
し
た
。

同
年
８
月
２
日
に
ラ
イ
ネ
ル

ス
知
牧
区
長
が
富
山
教
会
の

祝
別
式
を
執
り
行
い
、
翌
３

日
に
は
新
教
会
披
露
式
典
を

挙
行
し
た
（
青
山
玄
「
先
駆

者
の
足
跡
」『
素
顔
の
名
古

屋
教
区
』）。

南山教会信徒・名古屋友の会会員有志
　　　８月１日（日）13：00～14：30
　　　�第13回平和祈念の集い　「平和をつなぐ～人の違いの豊かさ～」　

（本紙１面参照）
多治見　平和旬間中　多文化の共存
　　　　�ブラジル、フィリピン、ベトナムからの信者たちが、互いの繋

がりを深めるため、自国のカトリック信仰の歴史と現状を紹介
する。

　　　　①各国のカトリック信仰の歴史と現状をパネルに展示。
　　　　②�各国の信仰を紹介する映像、あるいは平和旬間に相応しい映

像の鑑賞。
春日井　�８月８日（日）ミサ後、8月15日（日）ミサ後　平和を願いロ

ザリオで祈る
　　　　８月８日　苦しむミヤンマーの人々のために。
　　　　８月15日　私たちキリスト者が、平和の担い手となるように
岡崎　　８月９日（月）10：30～11：10、８月１日（日）、８月８日（日）
　　　　すべてのいのちを守ろう～誰も置き去りにしない世界に向けて～
　　　　８月９日　11時02分に１分間の黙祷
　　　　平和の願いを書いた折り鶴をミサで奉納

大垣　　８月13日（金）11：00～20：00　聖体礼拝
　　　　�11時からミサ。グループもしくは個人にて参加して聖体礼拝を

行う。参加者の多い場合、聖体降福式を行う。
　　　　�時に外国人の場合、グループ参加が多いため、国別の言葉のパ

ンフレットを用意する。
三河ブロック　８月８日（日）10：00　岡崎教会　平和祈願ミサ
教区正義と平和委員会
　　　９月18日（土）13：00～16：00
　　　�憲法を守るための新たなたたかい
　　　�憲法学者・小林武さん（沖縄在住）の講演。現在の日本のあり方

を問う。会場・福信館。参加自由

名
古
屋
教
区
の
１
０
０
年

　

～『
あ
か
し
す
る
信
仰
』に
見
る
～

カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
は
来
年
２
０
２
２
年
２
月
18
日
、
使
徒
座
知

牧
区
と
し
て
設
立
さ
れ
て
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。
第
２
回
目
の
今
月
は

「
北
陸
地
方
の
先
駆
者
」
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ
の
過
去
の
歩
み
は
、

教
区
殉
教
者
顕
彰
委
員
会
・
編
集
／
宣
教
司
牧
評
議
会
・
発
行
『
あ
か
し

す
る
信
仰
―
東
海
・
北
陸
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
巡
礼
』（
２
０
１
２
年
）「
第

３
部
名
古
屋
教
区
と
主
税
町
教
会
の
歴
史
」（
57
～
64
ペ
ー
ジ
）
よ
り
転
載

し
紹
介
し
て
い
ま
す
。

現在のカトリック金沢教会

現在のカトリック富山教会
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2020年度決算の概観
　2020年度の決算報告です。収入源の主なものは、全
小教区からのミサ献金、維持費献金の11％からなる本
部維持献金と小教区担当の全司祭の生活費の原資とな
る司牧協力分担金、その他に修道会からの献金などが
あります。これらで、司祭、職員の人件費、活動費、
管理運営費などを賄いますが、不足分が出た場合は一
般会計の積立金から繰入れて赤字の補填を行います。
2020年度の会計は新型コロナの影響を大きく受け、本
部維持費及び司牧協力分担金を12ヶ月分の2ヶ月分を
減額したこともあり、赤字の補填を一般積立会計口よ
り約13,300,000円要しました。以下に2020年度の特徴
を挙げます。
1．��2020年度は、司祭生活費支給制度の3年目でしたが、
新型コロナによる緊急事態宣言が発令されたこと
などにより、ミサの中止や活動の縮小を余儀なく
された小教区の負担を減らすことを決めました。
減額分は一般積立会計より補填して修道会への司
祭生活費を司牧協力献金としてお支払いすること
ができました。

2．��2020年度の委員会活動については、コロナ禍で事
業計画通り活動できませんでした。したがって支
出は例年より少なくなっております。

　その他、一般会計以外の名古屋教区の収入源として
は、事業収入として布池文化センター、ヨゼフ館（結
婚式）、資産運用益などがあり、それらはカテドラル
を含めた建物維持や法人運営に関わる管理費に当てら
れますが、近年、どれも減少しているのが現状です。

繰越金の誤差について
　名古屋教区の法人規則に従い、予算は毎年3月末の
責任役員会で決定し、評議員会の同意を得ています。
その時点では前年度の決算が確定しないため、次期繰
越額は仮決算に基づいています。決算は5月末の責任
役員会で決定され、評議員会の同意を得ています。こ
の時点で前期繰越額が確定されます。2020年度の次期
繰越額と、2021年度の前期繰越額の誤差はそのために
生じております。

2021年度予算について
　今年度は、特別な行事や大きな支出は予定されてい
ませんが、キリシタン顕彰碑を岐阜県可児市塩に建立
するための予算が組まれています。

終わりに
　各小教区の皆さまには、新型コロナの影響により教
会活動も大きく制約を受け、様々なところで困難さが
増している中でのお願いになりますが、2021年度も本
部維持費、司牧協力分担金のご協力をよろしくお願い
いたします。
　皆様のご協力とご支援に感謝申し上げますと共に、
福音を告げる熱意は弱まることなく、キリストの心に
かなった教区となっていくことができるように、皆さ
まと共に歩んでいければと思います。

� （名古屋教区司教　松浦悟郎）
� （名古屋教区会計担当　平田豊彦）

名古屋教区一般会計報告

2020年度収支決算書の要約
２０２０年 4 月 1 日から２０２1年 3 月31日まで

（単位：円）

2021年度収支予算書の要約
２０２1年 4 月 1 日から２０２２年 3 月31日まで

（単位：円）

収入の部
本部維持献金 20,757,071
司牧協力分担金 56,152,660
信徒協献金 715,170
キリシタン顕彰碑建設寄付金 860,537
その他献金・寄付金 1,293,336
修道会教区宣教協力金 1,400,000
雑　収　入 293,451
繰入金収入 13,304,975
　当期収入合計　　　　 （A） 94,777,200
　前期繰越収支差額 186,147
　収 入 合 計　　　　 （B） 94,963,347
支出の部
活動費管理費 24,422,547
人　件　費 10,406,237
儀典集会費 343,178
研　修　費 18,360
図書印刷費 414,974
中央協分担金他 2,750,000
寄　付　金 20,000
その他活動費 854,603
修　繕　費 542,386
賃　借　料 2,014,884
会　議　費 83,289
慶弔渉外費 480,000
旅費交通費 679,900
通信運搬費 732,124
備品・消耗品費 284,910
水道光熱費 1,123,779
保　険　料 177,140
その他管理費 3,496,783

司牧協力献金（修道会宛） 49,900,000
教区司祭生活費 17,483,200
委員会助成金支出 1,576,649
福信館助成金支出 1,066,310

　当期支出合計　　　　 （C） 94,448,706
　当期収支差額　　 （A）－（C） 328,494
　次期繰越収支差額（B）－（C） 514,641

収入の部
本部維持献金 20,217,800
司牧協力分担金 67,782,200
信徒協献金 700,000
キリシタン顕彰碑建設寄付金 500,000
その他献金・寄付金 140,000
修道会教区宣教協力金 2,400,000
雑　収　入 0
繰入金収入 14,124,000
　当期収入合計　　　　 （A） 105,864,000
　前期繰越収支差額 0
　収 入 合 計　　　　 （B） 105,864,000
支出の部
活動費管理費 27,346,000
人　件　費 10,666,000
儀典集会費 260,000
研　修　費 100,000
図書印刷費 500,000
中央協分担金他 1,470,000
寄　付　金 100,000
その他活動費 1,260,000
修　繕　費 1,000,000
賃　借　料 2,300,000
会　議　費 150,000
慶弔渉外費 320,000
旅費交通費 1,000,000
通信運搬費 800,000
備品・消耗品費 500,000
水道光熱費 1,200,000
保　険　料 200,000
その他管理費 5,520,000

司牧協力献金（修道会宛） 50,100,000
教区司祭生活費 17,682,200
委員会助成金支出 4,230,000
福信館等助成金支出 1,067,000
キリシタン顕彰碑建設費 4,950,000
予　備　費 488,800
　当期支出合計　　　　 （C） 105,864,000
　当期収支差額　　 （A）－（C） 0
　次期繰越収支差額（B）－（C） 0
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2020年度　各小教区諸献金・本部納付金一覧表
（単位：円）

教会・施設名 広報の日 聖ペトロ 聖地献金 難民移住移動 世界宣教 宣教地召命 世界こども 四旬節 新教会建設 諸献金合計 本部維持費

熱田教会 21,348 15,048 57,180 31,248 22,154 56,373 100,000 118,352 32,249 453,952 377,427

恵方町教会 ――   8,000 5,000 16,000 7,000 4,000 16,000 7,000 7,000 70,000 189,522

押切教会 ――   11,301 3,952 15,211 4,968 5,178 11,922 173,322 ――   225,854 172,343

五反城教会 50,227 27,900 41,790 43,612 30,976 21,110 14,931 66,604 29,270 326,420 695,319

城北橋教会 ――   7,500 8,800 17,400 10,500 16,600 10,700 ――   16,010 87,510 733,861

膳棚教会 9,300 13,900 7,200 11,258 12,400 13,202 15,740 83,080 1,100 167,180 244,325

鳴海教会 1,300 6,200 7,410 6,500 6,511 3,600 8,800 ――   7,410 47,731 403,053

南山教会 30,300 24,539 43,563 56,281 35,547 28,166 72,480 ――   27,386 318,262 1,927,107

布池教会 7,154 7,600 5,720 3,000 6,800 9,561 22,423 35,330 14,141 111,729 1,694,790

東山教会 ――   23,887 ――   23,655 21,850 15,459 19,916 26,201 3,550 134,518 556,020

日比野教会 24,950 15,688 29,054 28,861 ――   19,450 10,048 ――   ――   128,051 339,768

緑ケ丘教会 11,168 8,348 9,400 9,000 12,488 6,203 16,208 10,200 10,050 93,065 177,678

港教会 2,959 11,557 11,417 13,672 10,074 14,738 7,928 41,200 ――   113,545 510,870

名東教会 1,200 1,000 2,700 2,200 1,000 500 1,500 10,984 ――   21,084 114,502

守山教会 10,920 5,470 6,691 8,620 9,510 7,301 8,030 17,450 ――   73,992 114,684

八熊教会 ――   ――   ――   ――   9,423 8,548 11,848 ――   ――   29,819 129,787

安城教会 ――   ――   9,145 9,330 6,000 6,000 30,892 25,000 14,000 100,367 476,203

一宮教会 19,791 12,942 22,086 22,330 19,671 24,799 26,240 48,278 25,000 221,137 867,086

稲沢教会 ――   2,600 2,170 2,680 3,805 1,630 2,467 7,220 9,210 31,782 74,441

津島教会 ――   5,410 2,110 2,850 2,101 2,450 1,100 21,520 2,700 40,241 71,740

岡崎教会 13,303 40,225 33,605 40,800 20,000 21,675 82,309 71,370 ――   323,287 573,873

春日井教会 30,000 30,000 33,000 33,000 33,000 33,000 15,000 25,000 20,000 252,000 337,263

刈谷教会 ――   10,000 12,000 11,000 12,000 10,000 37,140 15,000 ――   107,140 449,447

高蔵寺教会 5,220 14,560 12,325 22,130 18,518 7,800 35,150 11,655 9,500 136,858 275,573

江南教会 ――   ――   ――   9,000 10,650 7,600 16,151 33,700 20,650 97,751 265,015

小牧教会 7,820 10,205 11,572 6,118 10,730 2,700 12,298 49,556 12,500 123,499 339,736

聖心教会 21,550 28,925 19,930 34,771 29,375 25,285 27,086 ――   31,708 218,630 514,233

瀬戸教会 25,345 22,478 19,608 34,634 29,299 26,410 23,293 89,419 39,600 310,086 546,961

東海教会 13,355 10,543 13,176 6,875 20,512 12,171 11,023 84,210 ――   171,865 199,606

豊橋教会 35,021 17,900 18,171 23,265 24,100 37,913 10,000 50,000 10,500 226,870 793,280

長浦教会 6,100 7,368 3,400 7,300 8,800 5,200 6,360 10,000 11,350 65,878 114,661

半田教会 3,000 4,500 3,000 5,000 3,000 8,000 8,500 23,950 3,000 61,950 240,583

平針教会 19,000 20,500 16,000 21,000 16,600 ――   20,500 ――   70,000 183,600 482,853

大垣教会 ――   ――   ――   8,370 8,500 7,700 4,900 ――   11,950 41,420 359,187

岐阜教会 34,337 37,260 77,277 ――   ――   ――   ――   ――   ――   148,874 708,852

各務原教会 ――   9,400 ――   11,000 9,600 ――   13,809 ――   ――   43,809 249,717

多治見教会 3,000 2,000 6,000 5,000 4,000 5,000 3,000 46,217 14,000 88,217 839,245

瑞浪教会 ――   3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 11,000 48,668 3,000 77,668 64,937

美濃加茂教会 5,040 8,500 ――   6,000 5,000 6,000 3,700 20,520 ――   54,760 403,042

金沢教会 ――   61,744 46,879 72,213 ――   51,046 69,259 146,313 79,683 527,137 1,073,201

小松教会 1,200 4,100 7,775 6,400 10,260 4,600 5,100 12,230 3,800 55,465 81,397

七尾教会 ――   4,130 6,016 4,210 ――   4,740 7,615 6,500 5,500 38,711 90,233

三馬、松任教会 ――   5,000 ――   ――   ――   ――   ――   ――   13,000 18,000 176,250

輪島教会 ――   ――   ――   ――   ――   ――   ――   ――   ――   0 16,141

敦賀教会 4,000 4,000 ――   4,000 4,000 4,000 4,000 5,600 4,000 33,600 164,625

小浜教会 ――   ――   ――   ――   ――   ――   ――   ――   ――   0 15,711

福井、大野教会 ――   10,000 ――   10,000 10,000 10,000 10,000 ――   10,000 60,000 316,851

鯖江教会 ――   5,000 ――   5,000 5,000 5,000 5,000 ――   5,000 30,000 205,825

魚津教会 8,900 3,700 1,800 3,700 2,200 2,200 12,590 43,840 14,500 93,430 115,186

小矢部教会 ――   ――   ――   ――   ――   ――   ――   ――   ――   0 66,585

高岡教会 ――   ――   ――   3,414 6,234 8,126 3,225 20,818 ――   41,817 189,173

富山教会 15,946 13,789 15,252 10,807 32,740 13,450 12,624 295,276 ――   409,884 617,307

その他 15,000 15,000 ――   15,000 15,000 15,000 628,500 376,266 ――   1,079,766 0

計 457,754 612,717 635,174 746,715 584,896 602,484 1,508,305 2,177,849 592,317 7,918,211 20,757,075

※「その他」とは小教区以外の学校、幼稚園、修道会・宣教会からの献金です。
※この表は2020年4月1日から2021年3月31日までに各小教区から教区本部に着金した金額を記載したものです。
※四旬節献金など会計年度をまたがって教区本部に入金された場合には二年度分記載されることもあります。
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サダナ ～神への道～
【入門コース】

　聖イグナチオの霊性を基に、「心と知性の静けさ」「神
様との個人的な触れ合い」を体験します。
入門Ａ　日時10月17日（日）9：30～17：00
入門Ｂ　日時11月14日（日）9：30～17：00
入門Ｃ　日時12月 4 日（土）9：30～17：00
場　所　聖霊会八事修道院　ミッションセンター
　　　　名古屋市昭和区八事本町1番地（駐車可）
指　導　植

うえ

栗
ぐり

� 彌
わたる

神父（イエズス会）
問合せ　撹

かく

上
あげ

�暁
あき

子
こ

　　　　　　　　　メール　ngosdn@gmail.com
　　　　　　　　　☎050-7108-7410

ホームページは左QRコードより

教皇フランシスコ訪日公式記録集
　2019年11月に実現した教皇フランシ
スコの訪日。興奮と感動と喜びに包ま
れた4日間を詳細に伝える唯一の公式
記録集。貴重な写真500点以上ととも
に、講話のテキストもすべて収録。ま
た、訪日決定に至るまでの経過や、各
行事、各典礼の規模や人員などのデー
タも詳細に伝える。
著　者　�カトリック中央協議会出版部（編）
　　　　判型4変形、280ページ
価　格　税込4,950円
ご注文は
〒135-8585�東京都江東区潮見2-10-10
日本カトリック会館内　カトリック中央協議会出版部まで
☎03-5632-4429　FAX�03-5632-4456

美濃・尾張キリシタン顕彰碑 
建設募金のお願い2021

　カトリック名古屋教区は2018年度より岐阜県可児市塩に、
殉教地記念塔建設事業を推進し、資金を募ってきました。
　この度工事が完成し6月19日に顕彰碑と記念塔の竣工式
を終えました。おかげ様で多くの方々に募金をして頂き、
残り約50万円となりました。これも偏に皆さま方のご理解
とご協力によるものと感謝申し上げます。今後、まだ経済
状況の非常に厳しい時期ですが、皆様のご協力をお願い申
し上げます。

目標金額まで残り50万円
振込先　郵便振替 カトリック名古屋教区
　　　　番号 00810-5-50605
通信欄に「美濃・尾張キリシタン顕彰碑建設募金」と明記
問合せ　�カトリック名古屋教区宣教司牧評議会殉教者顕彰委

員会　〒461-0004 名古屋市東区葵2-6-35
　　　　☎052-936-8366　Fax�052-935-2254
担　当　早川和彦助祭

新刊書紹介    

自己の内面を読む
ルカによる福音書とともに
　　　　　著　ガエタノ・ピッコロ（イエズス会司祭）
　　　　　訳　松岡陽子（聖パウロ女子修道会会員）
　　　　　出版：女子パウロ会　1,980円（税込）

　ルカ福音書が伝えるイエスの物語の
特徴には、「祈り ｣「あわれみ」｢ 喜
び ｣ が特筆される。イエスはいつ、ど
んな時に、どのように祈っておられた
か？罪びとや声を出せない小さな人び
とに向かわれたイエスの深いあわれみ
とは？救われた人びとが発する喜びの
声のひびき！ルカ福音書の大部分の場
面を、52に分けて省察しています。自
分の考え方や感情の動きなどの内面に
気づき、真剣に自己や神と向き合い、
変えられていくために、黙想・観想の書としても、多くの方
にご活用をお勧めします。

著者紹介　1973年イタリアのナポリ生まれ、教皇庁立グレゴ
リアン大学で形而上学を教える。個人的な霊的体験を通して、
聖書への一つのアプローチを展開。それは、神のことばと出
会うことで、各自の人間的なダイナミックスを浮かび上がら
せ、心の照らし、癒しをめざす。

戦争と平和の資料館
ピースあいち夏の企画展

「少女たちの戦争～青春すべてが戦争だった～」
　青春の夢を奪われ命までも奪われた少女たち。その
時、名古屋ではどんなことが起きていたのか。
第１部　�名古屋の大空襲を描いた漫画「あとかたの街」
第２部　�学園史などをもとに、戦争に組み込まれてゆく�

愛知の女学生たち
期　日　7月13日（火）～9月25日（土）
場　所　戦争と平和の資料館ピースあいち
　　　　�名古屋市名東区よもぎ台2-820
　　　　☎052-602-4222
開　館　11：00～16：00
休　館　日曜日・月曜日
入館料　大人300円、小中高生100円

すべてのいのちを守るための月間

9月1日から10月4日まで

　教皇フランシスコは2019年に「すべてのいのちを守るため」

をテーマとして来日した。これにこたえるために制定された

のがこの月間である。

　9月1日（正教会における「被造物の保護を祈る日」）から

10月4日（アシジの聖フランシスコの記念日）という期間は、

元は2007年の第3回ヨーロッパエキュメニカル会議が「被造物

のための期間」として提唱し、世界教会会議によって支持さ

れたものです。教皇は、この世界教会会議との同調を願って

います。すべてのいのちを守るためには、エキュメニカルな

視点も、諸宗教との協力も、ともに不可欠なのです。

被造物を大切にする世界祈願日

9月5日（日）

　回勅『ラウダート・シ―ともに暮らす家を大切に』

（2015年）で、全世界の人に向けて、エコロジー（自然

保護）に取り組むよう訴えた教皇フランシスコは、東

方正教会にならって、環境保護のための助けを願う日

をカトリック教会の暦に加えた。

　地球規模の環境悪化が進む中、自然を破壊すること

なく、「わたしたち皆の家」である地球を大切にし、調

和のうちに発展していくことができるよう、この日、

全世界のカトリック教会で祈りをささげます。

世界難民移住移動者の日・献金

9月26日（日）

　「世界難民移住移動者の日」は、1970年に福者パウロ6

世教皇が教皇庁移住・観光者司牧委員会（現在の移住・移

動者司牧評議会）を設立したことを受け、「各小教区とカ

トリック施設が、国籍を超えた神の国を求めて、真の信仰

共同体を築き、全世界の人々と『ともに生きる』決意を新

たにする日」として設立された。この日には、滞日・在日

外国人、海外からの移住労働者、定住・条約難民、外国人

船員や国際交通機関の乗組員とその家族のために「祈り・

司牧的協力・献金」がささげられます。

映画「祈り～幻に長崎を想う刻
とき

～」を見て
8月20日よりロードショー　名演小劇場ほか

　1945年8月9日、長崎・浦上天主堂の南西およそ500㍍で米軍の投下した原爆がさく裂し、
天主堂は原形を留めないまでに破壊された。この映画はそれから12年後の物語だ。天主堂の
廃墟の一部はまだ被爆当時のまま残され、再建もまだ始まっていなかった。
　57（昭和32）年とは、私が生まれるほんの6年前のことである。まもなく59年に再建され
るのだが、この時期まで天主堂が破壊されたままで、長崎の町には戦後がこれほど色濃く残っ
ていたのか、というのが最初の驚きだった。そういえばまだ幼いころ、私の住まいの近隣にも、
戦傷病者らしき男性がいたことが思い出された。
　そう、この映画はカトリック信者が主人公、浦上天主堂の被曝マリア像を中心に物語が描
かれているが、キリスト教映画というわけではない。むしろ、「戦後」という時代を、平和
と希望を抱いて生きた人間たちを描いた作品である。その中で、被曝マリアに祈る主人公た

ちの姿には、信仰のあるなしにかかわらず戦後を生きる市民たちがキリスト教に託す「期待」を読み取ることができ
るだろう。
　映画の終わりにはフランシスコ教皇が全世界の教会に配布した「焼き場に立つ少年」の写真と、平和を求めて長崎
の夜を平和行進する市民たちのドキュメント映像が挿入されている。映像には、被曝マリアの頭部をみこしに掲げた
カトリック教会のグループと神父の姿も映されている。このことが何よりも教会への期待を示している。そうした期
待に応えていくことが宣教ということなのではないだろうか。
　東西冷戦がはじまり米国で反共政策が進み、核兵器についての国際世論も分裂した時代、また、現地は浦上四番崩
れで迫害を受けた庄屋屋敷跡地という歴史的背景もあり、旧浦上天主堂の原爆遺跡は結果として残されず、廃墟の一
部を平和公園に移設し、浦上教会信徒会館にも資料室を併設するのみで、爆心地付近の惨状を残すことはできなかった。
　戦後、必死に生きた人々の思いを忘れない。映画を見終わって、強くそのように思われた。

2021年　AOS 船員の日メッセージ
　7月11日（7月の第2日曜日）は「船員の日」。世界中の司牧者、信徒に船
員たちのために祈るよう呼びかけがあった。日本カトリック難民移住移動者
委員会・担当司教の山野内倫昭司教（さいたま教区）も、海で働く漁業従事
者や船員たちや、その家族のために祈るようにと呼びかけて、次のようなメッ
セージを発表した。
　カトリック教会の船員司牧（Apostleship�of�the�Sea ＝ AOS）はローマ教
皇庁の人間開発のための部署の下にあり、世界各国を移動する船員たちの福
利、厚生、医療、霊的なケア、家族の支援のために世界中の港で活動している。
2020年に100周年を迎え、正式名称が「ステラマリス」（ラテン語で海の星の
聖母）となった。日本カトリック難民移住移動者委員会船員司牧部会では100
周年にあたり次の祈りを作成した。
“慈しみ深い神よ、わたしたちの生活を支えるために
今日もいのちをかけて世界の海を航海している
すべての船員たちとその家族を
あなたの恵みで満たし、真の幸せに導いてください。
母なる教会は、一人ひとりの霊的・物質的必要に応えてきました。
1920年から船員司牧に関わる全世界の司祭、修道者、ボランティア
スタッフと心を一つに合わせ、100周年を越えて、これからも船員たち
とともに歩むことが出来ますように。
神の母聖マリア、海の星、すべての船員たちとその家族を母の愛で包んで
ください。離れ離れになっていても、あなたの御子イエスのうちに
一つに結ばれ、家族の絆を守り育てることが出来ますように。アーメン”
� （カトリック中央協議会HPより一部省略）

名古屋オルガンの
春＆秋

日　時　10月3日（日）
　　　　15：30～16：30
会　場　�カトリック五反城教会
　　　　名古屋市中村区二瀬町27
プログラム
宗教的協奏曲・ソプラノとともに、
V. リューベック前奏曲ト長調、J. ド
リースラー宗教的協奏曲作品47-1他
演　奏　Sop 岡眞里子　Org 吉田文
入　場　�無料（任意の寄付の協力をお

願いします）
主　催　名古屋オルガンの春と秋
問合せ　二宮音楽事務所
　　　　☎052-505-0151
ホームページ　�ht tp : //organak i .

exblog.jp
新型コロナウイルス感染拡大状況に
より、演奏会を中止する場合があり
ます。詳細はHP、または二宮音楽
事務所まで。



	 ２ ０ ２ 1 年 8 月 1 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 4 1 5 号）	 （ 6 ）

福 信 館 福 信 館 

ゴ
ー
ル

達成率
約77.0％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

630件 30,324,348円
（6/30現在）目標額 40,000,000円

協力協力

建
設
費
の
返
済
に

　
を

建
設
費
の
返
済
に

　
を

カトリック名古屋教区 
セクシュアル・ハラスメント 

対応委員会 
ホットライン 
 080-2625-4681

受付　月～金（祝日除く）　
時間　10：00～12：00　　　

13：00～16：00
名古屋市東区葵2-6-35

カトリック名古屋教区センター
相談の秘密、プライバシーは厳守します。 

安心してご相談下さい。
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広報部からのお知らせ
　名古屋教区ニュース9月号の発刊はありませ
ん。10月号に研修会や勉強会、行事予定など掲載
希望の方は8月末までに下記宛のお送り下さい。
メール　news@nagoya-diocese.jp
郵送・Fax
　　　　〒461-0004 名古屋市東区葵2-6-35
　　　　カトリック名古屋教区広報部　宛
　　　　☎052-935-2223　Fax�052-935-2254
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聖パウロ書院からお知らせ
　下記の期間、書院をお休みさせてい
ただきます。8月13日（金）～16日（月）ま
で。17日（火）から平常通り開店。
�

FAX 番号変更のお知らせ
　押切教会の電話番号が☎052-531-
3361（Fax 兼用）に変更となりました。
� （押切教会主任　平田政信）
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聖マリアの無原罪 
教育宣教修道会 

2021年度 
聖書の学び（岐阜）《後期》

8 月はお休みです
9月12日（日）②弟子となる歩みの途中で
10月17日（日）日々の生活における福音
11月21日（日）③弟子となる歩みの途中で
12月19日（日）①主がご自分の神殿に来られる
＊�諸事情により、一週間ずれることがあり
ます。参加希望者は日時をご確認くださ
い。

場　所　�聖マリアの無原罪教育宣教修道会
　　　　�岐阜修道院・聖マリア女学院（マ

ドンナホール）
　　　　〒501-2565 岐阜市福富201
係　り　Sr. 碇（いかり）
　　　　☎058-229-3985（修道院）
　　　　携帯電話�090-3933-3220（碇・携帯）
交　通　�JR 岐阜駅で市バス12番から乗車、

三田洞バス停下車（乗車時に電話
を下さい、バス停で待っています）
JR 名古屋駅から約1時間。自動車
の方は聖マリア女学院でナビ設定。

2021年度 
名古屋教区合同追悼ミサのご案内

■教区八事霊園合同追悼ミサ
日　時　9月23日（木・秋分の日）　14：00～　（雨天中止）
■教区東八事第一墓地合同追悼ミサ
日　時　10月10日（日）　14：00～　（雨天中止）
　　　　灌水・献香に続きミサ
■教区東八事第二墓地合同追悼ミサ
日　時　11月7日（日）　14：00～（雨天中止）
連　絡　�今年度も新型コロナウイルス感染防止のためマス

クを着用の事。体調のすぐれない方は無理のない
様にお願いします。聖歌は歌いません。

《雨天中止について》
　当日のNHK朝の天気予報で午後はっきり雨と予想された
場合、合同追悼ミサは中止。当日は午前11時まで事務所で電
話の問い合わせに対応します。中止の場合は12時に現地に
追悼ミサ中止の看板を設置します。なお駐車場には限りがあ
り、霊園内への自動車での入場をお断りする場合もあります。
公共交通機関をご利用下さい。
問合せ　名古屋市東区葵2丁目6-35
　　　　�カトリック名古屋教区本部事務局内�

カトリック霊園管理事務所
　　　　☎052-935-2223　Fax�052-935-2254

《お願い》
　名古屋市霊園管理事務所のご指導により墓地への納骨の
際は、申請・許可が必要です。
　八事霊園の方は、事前に教区本部事務局墓地係までお知
らせ下さい。東八事霊園の方は管理会社㈱名古屋浄苑（☎
052-831-1370）までお問い合わせ下さい。


